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1　 悪臭防止法 に おける 臭気指数規制導入の 経稗等 に つ い て

　 悪臭 問題 は、昭和 42 年 に 制定 され た公害対策基本法に おいて典 型 7公 害の
一

つ とさ れ たが 、昭

和 46 年 の 法制定以前 は 、 国の 法 によ る
一

元 的な 規制 は 行われ て お らず 、 地方公共団体 に お い て も

具体 的な 基準を もっ て 悪臭 の 規制を行 っ て い た と こ ろは 、宮城県の み で あ っ た 。

　　こ の よ うに 悪 臭が い わ ば 未規制の まま放置 されて い た 当 時 の 理 由 と して は 、   大気汚 染、水質汚

濁等 へ の対策が 優 先 された こ と　  悪臭は個 人差が 大 き く、公 害問題 と し て 特殊な 函を持ち 、客観

的な評価が 難 しい とされた こ と　   機器 分析技術の 開発が遅れ 、 人の 嗅覚 に 頼 らざるを得なか っ た

　こ と　  防止技術 ・ 装置の 開発が 非常 に遅れ て い た こ と等が 上 げ られる 。

　　昭和 46 年 に 制 定 され た 悪 臭 防止法 にお い て は、規制 基準 の 設定 に あた り種 々 議論 された結果 と

　して 特定の 悪臭物質の 濃度 を機器 に よ っ て 測定す る方法 を採用 して い るが 、こ れ に 対 して 「悪 臭の

評価方法 （分析測定法 ）は未確立 で あ り、 現段階 におい て は嗅覚測定法 を採用 する 方が 信頼性が 高

い 」 との 指摘を 受ける な ど 、 機器測定 法 と嗅覚測定法の い ず れ を採用す るか に っ い て は 、 随分議論

が な されて い る 。

　　こ の よ うに法制定当初か らの 課題で あ っ た嗅覚測定法 （官能 試験 法 ）は 、平成 7 年の 法改正 で 臭

気指数規制 と して導入 が 図 られた と こ ろ であ るが、次に嗅覚測 定法 導入 ま で の 経過 に つ い て 簡単に

　まとめ る 。

  昭 和 41 〜 46 年

　　官能試験法 は化製場等の 苦情 に対 処す る た め に 用 い られて い た もの で 、法令等 に 最 も早 く位置

　付け られ た もの が 昭 和 41 年の 宮城県公害防止条例に よる 「食塩水平衡法」で あ る 。 また 、空気

　希釈法 と して ASTM 注射器法やオル フ ァ ク トメ
ー

タ法等が用 い られて い た が 、 こ れ らの 官能試

　験法 は測定精度 ・誤 差等 に 問題が あ る と して 昭 和 46 年の 法制定時に は採用 が 見送 られ た 。

  昭和 47 〜 50 年

　　注射器 法 等 に お け る精度 ・誤差の 問題を解決する方法 と して 東 京都公 害研 究所 に おい て 臭袋を

　用 い る手法が 研究 （昭和 43 年頃か ら着手）され 、三 点比 較式臭 袋法 と して 昭和 49 年 に東京 都

　の 指導要綱 （52 年 に東京都公害防止 条例 ）に 採用された 。

　　昭和 50 年 に 環境庁 は悪臭評価法 調 査委員会を設 置 し、 行政に 適用 で きる悪 臭の 最 適 評 価法 の

　検討 を 行 うと して 、 次 の 理 由に より三 点比較式臭袋法 を取 り上 げて い る 。

　　1） 判定の 客観性及 び安定性の 確立 の た めの顕 著な 改良 ＊ ）が なされた こ と。

　　2）　国 内の 測定例が 相当数あ る こ と 。

　　3）　操作が 簡単で 、 測定機材の 整 備 に 要 す る費用が 安価な こ と 。

　　　 ＊ ）注射器法の 問題点 （以 下 の とお り）に 対 して 、述 べ られ て い る 。

　　　 ・　 注 射器の す り合わせ 面 へ の 臭気物質の 吸着

　　　
・
　 注射器の 容量 が 小 さ い た め 、 にお い を嗅 ぐときに周 囲の 空気を吸入

　　　
・
　鼻 こ うの 中へ 吹き込む方法 で あ り、不 自然な状態で あるこ と 。

　　　
・
　 高倍率の 希釈 試料の 調 整が煩 雑で 誤差が大 きい 。
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  昭和 51 〜 57 年

　　環境庁に お ける検討結果 は 、 53 年 3月 に 三 点比較式臭袋 法が行政的評価方法 として 最も優 れ

　て い る と して 官能 試験法調査報告書に 取 りまとめて 自治体に 示され 、その後、全国 の 自治体 に 委

　託 した実態調査等 に よる検証を経て 、 57 年 6 月 に 「昭和 56 年度官能試験法調査報告書 に つ い

　て （環 境庁特殊公 害課 長 通 知 ）」 と して 望 ま し い 臭気濃度 の 考え 方 と と もに 改 め て 示 された 。

  　平成 7 年法改正 まで

　　57 年 に 示 された方法等 に よ り、 全 薗の 自治体で 条例 、 要綱等の 制定の 動 きが 活発化 し、 測定

　件数 も平成 7 年ま で に 1 万 件を超 え る状況 とな り、こ れ らの データを基 に 法改正 が 行われ規制基

　準 （敷地 境 界）が 設定 され た 。

2　 臭気指数規制の 課題

　　臭気指数規剃地域 は 、 平成 11 年 3 月現在で 3 地 域 （下館市 、 札幌市 、 尾鷲市 ）で あるが 、平成

　11 年 4 月 に 地方 自治体 の 意 向を調 査 した結果 に よれば 、 15 自治体 に おい て導 入 を予定又 は検討

　して い る状況が あ り 、 今後 、 3 号規制基準が整備 されれば よ り規制地 域の 拡大が 望める の で は と考

　え て い る 。

　　下 表 に 法 に 基づ く臭気指数規制導入 の 問題点に つ い て 各 自治体 の 回答 を ま とめた もの を示 すが 、

　こ れ に よれば、  特定悪 臭物質規制 と臭気指数規制が 併用 で きな い 　  規制地域 ・規制値の 設定 が

難 しい との意見が 最 も多 く、 それ に次い で   物質規制で 十分対応 出来る とす る 意 見が 出され て い る 。

　　これ らの   及 び  の 問題点 に つ い て 、検討す る と次の よ うに な る 。

　   　規制基準の 併 用に つ い て

　　　　規制基準の併 用 を可能とす る に は 、 そ の 判断

　　　基準が 異 な る こ とが条件 と され て い るが 、 特定

　　　悪 臭物質規制は 、 個 々 の 物質の に お い （個 々 の

　　 性質）を物 質の 量 と して 測定 して お り、 臭気摺

　　 数規制は 、 個別物質の 組合せに よるに お い （複

　　　合臭、全体 の 性質 ）をに お い の 有無で測定 （広

　　 播性 の 測 定 〉 して い る もの で ある 。

　　　　これ らは、一
つ の 現象 を総体 と して 捉えるか、

　　 部分 的に 捉えるか の 観 点の 違い は ある もの の 、

　　 い ずれ も悪臭規制の指標で あ り、 判断基準 も共 に臭気強度を基 礎 と して い る点で 同一の もの と

　　 言わ ざるを得な い 。

　   　規制地域 ・規制基準値の 設定に つ い て

　　　　こ の 回 答 に つ い て、内容を見る と 「区域設定 に制約が ある」 と の 意 見 が 大 半を 占め 、また 、

　　 更 に そ の 内容 と して 「区域 に
一

定 の 広 が りが 必要」 とす る平成 7 年の 通 知 に 基づ く考え方が 問

　　 題 との 指摘 とな っ て い る 。

　　　　こ の 通知は 、法 の 施行に あた っ て 臭気指数規制区域設 定 の 留意事 項 と して 示 され た もの で 、

　　 今後の 重要課題 として 検討 して い く必要が あ る 。

全　 体 導λ検討蠍 導入予融し雕

測 定 値僭用 で きな い 2 1 1

原 因物質分 か らな い 18 4 14

測 定 方 法 難 し い 5 1 4

費用が か か る 8 1 7

人材確保困難 19 3 16

苦情少ない 8 1 7

物質規 讎 で 十 分 28 2 26

物 質 追 加 で 対応 可 o 0 0

併用 で きな い 32 6 26

規制区域 ・
値設定困難 32 9 23

　臭気指数規制に 係 る課題
』
と して は 、 臭気強度 と臭気指数の 閼 係 （業種 に よる広播性の 違い ）に伴

う規制基準 の 緩 和の 問題な ど今後 も検討すべ き事項が多 々 あ る と考えるが 、 地 方 自治体 にお ける 忌

憚の ない 意見を率直 に伝え て い た だ き、よい よ い 規制の あり方を検 討 して い きたい と考えて い る 。
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